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令和8年度
（一社）山形県建設業協会「定時総会」開催

　令和8年度定時総会が5月22日（金）、会員275名
のうち269名出席（うち委任状出席200名）のもと山
形市のホテルメトロポリタン山形で開催された。
　はじめに、太田会長より挨拶（別記）があり、
続いて来賓の吉村山形県知事（代理 永尾山形県県
土整備部長）、山形県議会議長（代理 佐藤建設常
任委員長）と、東北地方整備局長（代理 安岡副局
長）からそれぞれ祝辞をいただいた。
　議事に先立ち、令和8年度（一社）全国建設業協
会会長表彰の各受賞者（別記）に対して太田会長よ
り表彰状が伝達された。
　この後、議案審議に入り、最初に令和7年度事業
報告並びに収入支出決算報告（案）及び剰余金の処
分（案）を原案どおり承認したあと、先の理事会で
承認された令和8年度事業計画と収入支出予算につ
いて報告を行った。

　令和8年度事業計画では特に

（1）公共事業の必要性と安定的確保等の要望活動
（2）�地域間格差の解消、適正な企業評価と入札・

契約制度に関する要望活動
（3）人材の育成・定着等人材確保対策の推進
（4）地域社会貢献活動・災害協定活動
（5）技術と経営に優れた企業の推進
（6）公益法人制度への対応
（7）�退職金共済事業、建設業総合補償制度（第三

者賠償補償・工事補償）、建設共済保険、健
康経営優良法人認定制度の推進

（8）表彰の実施
（9）戦略的広報活動の推進
  等について積極的に推進していくことが確認された。
　  令和8年度事業計画は別記のとおり
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　令和８年度定時総会の開催にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。
　本日は公務ご多忙にもかかわらず、山形県知事様、山形県議会議長様、国土交通省 東北地方整備局長様をはじめ、
ご来賓の皆様のご臨席を賜り御礼を申し上げますとともに、当協会の活動に対しまして格別のご指導、ご鞭撻をいた
だいておりますことに深く感謝申し上げます。
　会員の皆様には、日頃から当協会の運営及び事業活動に対し、ご理解とご協力をいただき、心から御礼を申し上げ
ます。
　また、企業の代表者、役員として、永年にわたり業界発展のためご尽力され、表彰を受けられる皆様方に心からお
祝いを申し上げます。今後とも健康に留意され、ますますのご活躍をご期待申し上げます。
　近年は気象変動の影響とみられる自然災害の頻発・激甚化により防災・減災対策の国土強靭化の重要性が改めて浮
き彫りになっております。
　このような中にあって、建設業は地震、豪雨、台風等の自然災害時における緊急対応を担うとともに、豪雪地帯に
おける道路除雪など、地域社会の安全・安心を支える「地域の守り手」としての重要な役割を果たしてきたところで
あり、行政や地域住民から大きな期待が寄せられております。
　一方で、建設業を取り巻く情勢は、事業量や賃金の地域間格差、担い手不足、高齢化、労働時間規制、エネルギー
コストの上昇、資材価格の高騰・不足など様々な課題を抱えており、今後とも社会的責任をしっかりと果たすことが
できる業界であり続けるためには、将来を見通した健全な経営が必要不可欠であります。
　公共事業関係費については、ここ数年は安定的に推移しておりますが、終わりの見えない資材価格の高騰や人件費
の上昇などの影響により実質事業量は目減りしており、今後とも「地域の守り手」として地域建設業がその役割を十
分果たしていくことができるよう、概ね 20 兆円強とする「第１次国土強靭化実施中期計画」の事業量を含めて、公
共事業予算の計画的・安定的な確保について関係機関に強く要望してまいる所存であります。
　本県の設計労務単価は、長年の要望活動の成果もあり、15 年連続の引き上げ、普通作業員の単価も 22,500 円と過
去最高の水準となりました。しかしながら首都圏はもとより、東北でも太平洋側との間に大きな経済格差が生じ、都
市圏への担い手流出や若年入職者の減少等に直面しております。
　同じ職種なら全国のどこで働いても同一の賃金が得られるようにすることが地域間格差の解消、ひいては担い手流
出の歯止めに資するという考えのもと、全国一律の設計労務単価の実現、少なくとも東北の中での格差解消を目指し、
様々な機会を捉えて訴えてまいります。
　また、今年度で３年目となります時間外労働の上限規制、長時間労働の抑制、週休２日制の定着、建設ＤＸ・ＩＣ
Ｔの推進などが建設業の持続的発展に向けた喫緊の課題となっており、国・県等の関係機関に、民間工事を含めて工
事現場の実情等を訴えながら、働き方改革の推進、生産性の向上の推進に対応してまいりたいと考えております。
　さらに、今後しばらく人口が減少する中で、担い手の確保にむけては、「給料が良い、休暇が取れる、希望が持てる、
かっこいい」の若者や女性に選ばれる、新４Ｋの魅力ある建設業を目指してまいります。
　そのためにも、社会的役割や産業としての魅力を若い人達に、なお一層アピールして行くことが重要であると考え、
中学生や高校生を対象とした動画コンテンツの作成やイベントの開催、ＳＮＳを利用した広報など、建設業の魅力発
信を重点的に取り組んでまいりました。令和８年度につきましても、さらに工夫をこらしながら充実した内容となる
よう進めてまいります。
　協会としましては、時代の転換点に立つ諸課題に対応すべく、会員の皆様の声を反映しながら事業活動に取り組ん
でまいりますので、なお一層のご理解とご協力をお願い申し上げる次第であります。
　結びに、会員企業のますますの発展、ご参会の皆様方のご健勝を心から祈念いたしましてごあいさつといたします。

会長の挨拶
（一社）山形県建設業協会 会長　太田 政往
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来賓祝辞

表彰規程条項 氏    名 会  社  名 職  名 所属支部

第2条4号 武田　真也 ㈱武田組 代表取締役 山形支部

〃 芦野　泰氏 ㈱芦野組 代表取締役 西村山支部

〃 山田　健二 寿建設㈱ 体表取締役 最上支部

〃 佐藤　　誠 佐藤建設㈱ 代表取締役 鶴岡支部

永尾県土整備部長 佐藤建設常任委員長 安岡東北地方整備局副局長

令和8年度（一社）全国建設業協会会長表彰受賞者
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　建設業を取り巻く情勢は、建設投資についてはここ数年安定的に推移しており、令和８年度政府当初予算
の公共事業関係費は国全体で６兆1,078億円と220億円の増額となり、国土交通省では国民の安全・安心の確
保や持続的な経済成長の実現等を柱として公共事業関係費は前年度並みの５兆2,950億円が計上された。山
形県の令和８年度一般会計当初予算は7,002億84百万円、このうち投資的経費は1.5%増の1,098億５百万円が
計上され、公共事業は7.9%増の411億54百万円となった。
　設計労務単価は、令和８年３月から本県の主要12職種平均の労務単価が27,242円（前年比2.3%上昇）と15
年連続の引上げ、普通作業員の単価も22,500円と過去最高となった。
　一方、建設投資や賃金、交通インフラにおいて、首都圏はもとより、東北の中でも太平洋側との間に地域
間格差が生じており、都市部への人口流出、若年入職者の減少、就業者の高齢化などに直面するとともに、
将来の建設業に係る担い手を確保していくために、長時間労働の抑制や完全週休２日制の導入、建設ＤＸ・
ＩＣＴの推進などによる生産性の向上等への取り組みが急務となっている。
　また、先行きが不透明な世界情勢において、建設資材の高騰等に伴う工事原価の増大が収益を圧迫してお
り、建設業界は極めて厳しい経営環境に直面しているが、社会資本の整備、維持管理、災害時の対応ととも
に地域の雇用維持など、地域の守り手として重要な役割を果たしていくことが期待されており、令和８年度
も引き続き会員相互の団結のもと、全国建設業協会や東北建設業連合会とも連携を図りながら、新４Ｋ（給
料が良い、休暇が取れる、希望が持てる、かっこいい）の魅力ある建設業を目指し、以下の事業を展開する
こととする。

１．公共事業の必要性と安定的確保等の要望活動
　近年、全国各地で地震、台風、集中豪雨等の大規模な自然災害が多発し、多くの生命・財産が失われてい
る。地域住民が安全・安心に暮らすためには、既存インフラの計画的・継続的な維持・改修とともに、自然
災害に強い社会資本の整備や防災・減災対策の推進、高速交通網の早期整備など、社会資本整備を早期かつ
着実に推進していく必要がある。
　このため、積極的な財政措置や長期的に安定した予算確保が図られるよう様々な機会を捉えて関係機関に
要望等を行っていく。
　（1） 東北の社会資本フォーラムへの参加と関係機関への要望
　　　・大会：令和８年７月９日   仙台市    ・要望：令和８年７月（予定）
　（2） 東北建設業協会ブロック会議
　　　・決議：令和８年10月20日  仙台市    ・要望：令和８年11月（予定）
　（3） 社会資本整備促進のための各種総決起大会などへの参加

２．地域間格差の解消、適正な企業評価と入札・契約制度に関する要望活動
　会員企業は、優れた技術的能力や施工経験を活かし社会インフラの整備や維持管理とともに「災害応急対
策業務に関する協定」に基づき、有事の際には昼夜の別なく応急復旧等に出動し、地域の雇用や地域経済の
活性化等に大きな役割を担っている。
　このため、公共事業発注における会員企業の受注機会確保及び優先発注、入札契約制度の改善、地域間格
差を解消する設計労務単価の引上げや労務費調査の抜本的な見直し等について「予算決算及び会計令」の見
直しを含め、国、県等関係機関に対して強く要望・提言を行っていく。
　併せて、山形県の入札・契約制度を検討する「山形県公共調達評議委員会」において、地域に貢献してい
る地元会員企業が、適正な評価を受け健全に経営できるよう積極的に提言等を行っていく。

令和８年度事業計画
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　（1） 建設産業振興策に関する要望
　　　　県内の国及び県、市町村への要望
　　　・要  望：令和８年８月〜10月
　（2） 国との意見交換・要望
　　　・令和９年２月
　（3） 県との意見交換・要望
　　　・令和９年２月
　（4） 山形県公共調達評議委員会における提言・意見
　（5） その他入札・契約制度に関する研究・要望

３．人材の育成・定着等人材確保対策の推進
　建設業への若年労働者の入職促進、将来の建設産業における中核的担い手の育成、また、魅力ある雇用環
境づくりのため、行政及び関係機関等と連携して人材確保対策を進める。
　（1） 山形県建設産業雇用改善フォーラムを山形県建設産業団体連合会と共催で開催
　　　・令和８年11月
　（2） �教育機関等と連携し、高校生を対象とした建設現場実習（インターンシップ）と建設工事現場見学

会の実施
　　　・令和８年６〜９月
　（3） 中学生を対象とした出前授業等、建設業のイメージアップ事業の実施（支部青年部と連携）
　　　・令和８年５〜12月
　（4） 中学校等の出前授業で使用する動画コンテンツの作成（県補助事業）
　　　・令和８年５月〜令和９年３月
　（5） 中学生・保護者・学校の先生に建設業の魅力を伝えるマンガ小冊子の配布（出前授業等）
　（6） �建設業での女性の活躍を推進するため、女性部会と建設業に興味を持つ県内高等学校女子生徒等と

の「けんせつ女子ツアー＆カフェ」の開催
　　　・令和８年８月
　（7） 女性部会による現地視察および意見交換
　　　・令和８年11月
　（8） 高校土木関係科の生徒による「高校生土木研究発表会」の開催（国、県と連携）
　　　・令和９年２月
　（9） 県立産業技術短期大学校土木エンジニアリング科に対する協力支援
　（10）労働環境・条件等に関する監督官庁、雇用関連機関等との情報収集・意見交換
　（11）その他雇用改善推進に関する事業
 
４．地域社会貢献活動・災害協定活動
　企業のコンプライアンス順守のための事業に取り組むとともに、協会各支部及び会員企業のこれまでの地
域貢献活動・各種災害協定に基づく災害復旧活動への積極的な支援、協力を行う。
　（1） 建設業の適正取引に関する講習会
　（2） 社会貢献活動の実施
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　　　・各支部独自事業
　　　・各支部青年部活動への助成
　（3） 災害応急復旧活動への支援・協力及び広報活動備品の整備
　（4） 緊急時における実効性ある体制強化及び必要な建設機材、資材、労力等の確保
　（5） 本部・支部及び山形県との連絡体制の強化

５．技術と経営に優れた企業の推進
　会員企業の技術力の向上、財務体質の強化や経営管理能力の向上を図るため、各種資格取得、技術検定に関
する講習会・研修会等を実施するとともに、関係団体・機関等が開催する講習会・研修会について協力する。
　なお、技術講習会については、全国土木施工管理技士会連合会継続学習制度（CPDS）の認定講習会と
し、会員が積極的に単位を取得できるように努める。
　（1） １級土木施工管理技術検定試験受験準備講習会
　（2） ２級土木施工管理技術検定試験受験準備講習会
　（3） １級建築施工管理技術検定試験受験準備講習会
　（4） ２級建築施工管理技術検定試験受験準備講習会
　（5） 建設ＤＸ・ＩＣＴ活用工事に関する講習会
　（6） 土木工事積算実務講習会
　（7） 建設工事現場における交通誘導員の安全講習会
　（8） 現場代理人養成講座（土木施工管理技士会）
　（9） 建設業経理士（１・２級）経理事務士（３・４級）に関する研修会の開催と試験の受託
　（10）監理技術者研修の開催と試験の受託
　（11）建設業の適正取引に関する説明会
　（12）入札・契約制度等に関する説明会
　（13）前金払制度等に関する情報提供
　（14）その他各種講習会・研修会

６．公益法人制度への対応
　平成24年４月１日から一般社団法人へ移行したことに伴う、コンプライアンス（法令順守）に係る周知と
情報提供を行う。

７．�退職金共済事業、総合補償制度（第三者賠償補償・工事補償）、建設共済保険、健康経営優良法人認定
制度の推進

　建設業退職金共済や建設業総合補償制度、建設共済保険への加入促進を通じ、会員企業及び従業員の安心、
安全と負担軽減を図る。また、「健康経営優良法人」の認定取得を支援し、会員企業の健康経営を推進する。

８．表彰の実施
　建設業における、顕著な功績又は他の模範として推奨すべき業績のあった者に対して、その功績に報いる
とともに、士気高揚、業務の向上と能率化を図ることを目的として、各種の表彰を行う。
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　（1） 建設業関係功労者の表彰（国土交通大臣表彰）
　（2） 優秀施工者の顕彰（国土交通大臣顕彰）
　（3） 永年かつ顕著な功績のある役員等の表彰（全建会長表彰）
　（4） 永年精励勤務者の表彰（全建会長表彰）
　（5） 協会功労者の表彰（協会長表彰）
　（6） 優良建設現場従事者の顕彰（知事顕彰）
　（7） 優良建設従事者の表彰（建設産業団体連合会長表彰）
　（8） 優良工事技術者の表彰（全国土木施工管理技士会連合会長表彰）
　（9） 建設雇用改善優良事業所の表彰（知事、協会長表彰）
　（10）建設業退職金共済制度普及協力事業所の表彰（勤労者退職金共済機構理事長表彰）
　（11）永年勤続優良従業員の表彰（協会長表彰）
　（12）その他功労者の表彰

９．戦略的広報活動の推進
　建設業の果たす役割や重要性について、広く県民・社会から正しい理解と評価を得るとともに、若者が夢
をもって将来を託せる魅力ある産業とするため、建設業のイメージアップにつながる効果的な広報活動に取
り組む。
　（1） 本協会が行うイベント・行事の各メディアへの情報提供
　（2） 山建会報の発行（年４回　協会ホームページに掲載）
　（3） 協会ホームページ・インスタグラム等ＳＮＳを活用した情報発信の強化
　（4） 各種情報、資料の収集・提供
　（5） 各種関係団体・機関との事業協賛及び情報提供

10．その他
　（1） 青年部連絡協議会・女性部会の活動に対する支援
　（2） 関係機関、団体の各種会議等への参加
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東北地方整備局との意見交換会
開催される

　国土交通省東北地方整備局と当協会との意見交換会を５月２２日（金）、山形市のホテルメトロポ
リタン山形で開催した。
　当日は、東北地方整備局より安岡副局長、堀井技術調整管理官、佐藤技術管理課長、山形河川国道
事務所より小田桐副所長、菅原副所長が出席。協会からは、太田会長はじめ副会長、支部長等が出席
し意見交換を行った。
　意見交換会では、各支部長より担い手の育成・確保や事業量の確保、発注時期・平準化の問題、建
設資材高騰への対応等について意見を述べた。
　安岡副局長は、貴重な意見を多数意見いただいた。情報共有しながらできることから速やかに対応
し、問題解決に向け前進していきたいと回答した。

【開催】	令和８年５月22日（金）11時〜
	 ホテルメトロポリタン山形

（太田会長） （安岡副局長）
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東北の社会資本フォーラム
開催される

　東北の社会資本整備を考える会（＜代表＝（一社）東北経済連合会＞、東北建設業協会連合会、東
北・六県商工会議所連合会、東北・北海道中小企業団体中央会連絡協議会、東北六県・北海道商工会
連合会連絡協議会で構成）では、7月9日（木）仙台市の江陽グランドホテルにおいて「東北社会資本
フォーラム」を約600名結集のもと開催した。来賓として、宮城県の村井知事、東北地方整備局西村局
長等が出席し、当協会からは役員等39名が参加した。
　大会の冒頭、主催者代表挨拶に立った東北経済連合会の樋口会長は、「東北県広域地方計画や社会
資本整備重点計画などを着実に進め、実行あるものにしていくためには、自治体、企業、地域団体な
ど、多様な主体が広域的かつシームレスに連携していくことが不可欠」さらに、「国土強靭化実施中
期計画に基づく防災・減災対策や国土強靭化、インフラ整備を着実に進めていくことが、きわめて喫
緊の課題だ。本日のフォーラムでは、こうした地域課題を共有し、東北全体の持続的な発展、そして
真の意味での地方創生に資する社会資本整備のあり方について考える機会にしたい」と述べた。
　来賓の西村東北地方整備局長は、自然災害の激甚・頻発化に伴い災害への備えを着実に推進してい
ることや、昨年6月に閣議決定された国土強靭化実施中期計画で20兆円強の事業費が示されていること
などを述べ、「社会資本整備により地域が元気になってきたという事例などを東北全体でしっかりと
共有・発信し、強い東北の実現に向けて、皆さんとともに取り組んでいきたい」と述べた。
　意見発表では、A−WORLD、ワールド・ワンの古里宣光代表取締役（青森県）が「商売の視点で
見る奥入瀬」〜稼ぐ力と観光インフラ〜と題し、（一社）大船渡地域戦略の志田繕隆理事長（岩手
県）が「つなぐ港−地域に暮らす人々とこの地を訪れる人々との間に心の交流が生まれる道−」と題
してそれぞれ意見を発表した後、経済ジャーナリストの須田慎一郎氏が「東日本大震災から15年 復興
の先にある東北の成長戦略」と題して基調講演を行った。
　最後に、社会資本整備予算の安定的な確保や国土強靭化の推進、高規格道路ネットワークの早期整
備、担い手確保・生産性向上への支援等、関係機関に対する要望事項8項目について、参加者全員で採
択した。

600名が結集、東北の持続的発展に向けたインフラ整備や国土強靭化の
必要性を共有し、社会資本整備を推進するための安定的な予算確保など
8項目の決議を採択！

（会場風景）
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多年にわたり建設事業の振興に功績のあった、当協会副会長（渋谷建設㈱　社長）澁谷　豪 氏が、
国土交通省において国土交通大臣表彰の栄誉に輝いた。

多年にわたり建設事業の振興に功績のあった、当協会理事（㈱横尾機興　社長）横尾　有一 氏が、
国土交通省において国土交通大臣表彰の栄誉に輝いた。

澁谷　豪 氏
国土交通大臣表彰の栄に輝く！

横尾　有一 氏
国土交通大臣表彰の栄に輝く！

01
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１．開催日時：令和８年７月10日（金）
　　　　　　　３年生８：30 ～ 10：20　２年生10：30 ～ 12：20
２．開催場所：最上町立最上中学校
３．参 加 者：128名（２年生62名　３年生66名）
４．体験メニュー
　　　　　＜座学＞建設業の防災・減災
　　　　　・動画上映　・講和
　　　　　＜体験＞①ＩＣＴ体験　②ドローン体験

　令和8年度山形県建設業魅力発信事業の一環として、7月10日(金)に「中学生のための出前授業
in最上中」を開催し、2年生と３年生の128名が参加した。
　動画視聴・講話では、協会が制作した「建設の防災・減災」をテーマとした動画を上映し、国
土交通省東北地方整備局新庄河川事務所、山形県最上総合支庁、最上支部青年部から2年前に最
上地域で発生した災害への対応や、体験談、建設業が果たす役割について講話をいただいた。ま
た、山形県県土整備部及び山形県建設業協会最上支部の協力のもと、ICT体験やドローン操縦を
行い、普段触れることのない建設業の最新技術を体験した。
　参加した中学生からは、「災害発生時には、道路の復旧やがれきの撤去などを行い、人々の生
活を支える重要な役割を担っていることを学んだ。」「ドローンやICTの体験を通して、建設業に
ICTが活用されていることに驚いた。」など、建設業に関心を持つ声が多く寄せられた。

山形県建設業魅力発信事業
～建設業のミライを紹介します！～

「中学生のための出前授業
 in最上中」を開催

02
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03 令和８年度全国建設業協会
「建設業社会貢献活動推進月間功労者表彰」
で國井建設株式会社が受賞

　東京の経団連会館で７月２２日に開催された「建設業社会貢献活動推進月間中央行事」におい
て、國井建設株式会社が行った「ふれあいの道路愛護事業活動」が社会貢献・SDGs功労者部門にお
いて、長年にわたる社会貢献活動が認められて全国建設業協会長表彰を受賞した。
　当日は、社会貢献・ＳＤＧｓ功労者表彰３５事例や広報活動１４事例など計４９事例が表彰を
受けた。
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04

　東北地方整備局のご後援により、建設現場の交通誘導に従事する方を対象に山形・新庄・酒田
の県内３会場において交通誘導員の安全講習会を開催した。
　現場作業員の安全確保を図ることが重要課題として認識されている中、本講習会では建設現場
道路上の交通災害減少を目的として行われ、路上工事の事故事例を交えながら大変有意義な講習
会となった。

建設工事現場交通誘導員の
安全講習会を開催

【講　　師】
　　国土交通省東北地方整備局企画部　担当官
【講習内容】
　　「保安施設設置基準について」
　　「路上工事事故防止について」
【参加者数】
　　山形会場　　　24名
　　最上会場　　　37名
　　酒田会場　　　28名

【開催日時・会場】

地　　区 日　　時 会　　場　

山形会場 令和8年6月3日(水)13：30～１５：３０ 山形県建設会館 　会議室

新庄会場 令和8年6月4日(木)13：30～1５：３0 最上支部　講堂

鶴岡会場 令和8年6月5日(金)13：30～1５：３０ 酒田支部　会議室
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05

【主　　催】　　全国土木施工管理技士会連合会・山形県土木施工管理技士会
【開催日・会場】　　令和８年６月25日（木）13：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　山形県建設会館　３階　中会議室　No.1
　　　　　　　　　　　　山形市あさひ町18－25
【講　　師】　　（一社）全国土木施工管理技士会連合会
　　　　　　　　前専務理事　　小林　正典　氏
【受 講 者】　　５名

　山形県土木施工管理技士会（建設業協会内）と全国土木施工管理技士会連合会（JCM）との
共催によりJCMセミナーを開催した。
　本セミナーは、現場技術者の時間外労働削減のための取り組みに参考となるよう、発注機関や
業界の取り組みを紹介するだけでなく、技士会連合会に寄せられた様々な具体的な取組事例につ
いて説明を行った。

（CPDS４ユニット）

JCMセミナー
時間外労働削減に向けて
～具体的取組み事例をもとに～
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【主　　催】　　全国土木施工管理技士会連合会・山形県土木施工管理技士会
【開催日・会場】　　令和８年６月30日（火）13：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　山形県建設会館　３階　中会議室　No.1
　　　　　　　　　　　　山形市あさひ町18－25
【講　　師】　　宇都宮大学/東京都市大学
　　　　　　　　非常勤講師　　宇津木　慎司　氏
【受 講 者】　　４名

　山形県土木施工管理技士会（建設業協会内）と全国土木施工管理技士会連合会（JCM）との
共催によりJCMセミナーを開催した。
　本セミナーは、目に見えない地中は事前に得られる情報に限りがあるため、掘削のり面などの
地質状況を正しく評価し、その状況に応じた最適な作業を実施する必要があり、なぜ建設現場で
地盤地質の知識が必要なのか、建設現場で活かせる地盤地質の知識や検討事例について説明を
行った。

（CPDS４ユニット）

JCMセミナー
建設工事で役立つ地盤地質の
知識

06
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

（社）山形県建設業協会（現(一社)山形県建設業協会）
第六代会長　千歳　榮　殿（㈱千歳建設会長）
令和８年３月20日逝去（享年97歳）
ご冥福をお祈りいたします。

　氏は、資性温厚にして、人格は極めて高潔、そして旺盛な探求心、緻密な実行力と
抜群の責任感をもち、しかも包容力に富み建設業界はもちろん、地域社会においても
強力な統率力をもつ指導者として信望が厚く他の模範とされました。
　昭和21年４月千歳組に勤務、昭和35年７月千歳組が株式会社へ改組と同時に専務
取締役に就任、翌年の昭和36年12月に代表取締役に就任しました。

　山形県建設業協会の役員としては、昭和54年５月に理事に就任、以来、平成13年
に退任されるまでの22年間の長きにわたり活躍されました。その間、昭和62年５月
から山形支部長、平成３年５月から副会長に就任、そして、本協会全会員の要望によ
り平成７年５月に第六代会長に推挙され、平成13年５月までの６年間、会員をリード
し業界発展のためご尽力なされました。
　ご冥福をお祈り申し上げます。

　　叙勲　　平成11年11月　　勲五等双光旭日章　受章
　　褒章　　平成４年11月　　黄綬褒章　受章
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F r o m　建退共からのお知らせ
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　東日本建設業保証㈱山形支店からのお知らせ
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　（公財）建設業福祉共済団からのお知らせ
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

F r o m　協会けんぽ山形支部からのお知らせ
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東日本建設業保証株式会社山形支店（工事場所：山形県）

発 注 者 別 保 証 取 扱 高

年度累計 （金額単位：百万円）

4 月単月 （金額単位：百万円）

区分
発注者

令和8年度 令和7年度 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 163 18,625 166 19,925 -3 -1,300 -1.8 -6.5

独立行政法人等 8 813 9 1,305 -1 -492 -11.1 -37.7

県 332 35,860 363 31,783 -31 4,076 -8.5 12.8

市 町 村 502 23,941 564 30,167 -62 -6,225 -11.0 -20.6

地 方 公 社 0 0 2 641 -2 -641 − −

そ の 他 39 4,419 11 1,157 28 3,261 254.5 281.8

合 計 1,044 83,660 1,115 84,981 -71 -1,320 -6.4 -1.6

区分
発注者

令和8年4月 令和7年4月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 18 969 20 1,818 -2 -848 -10.0 -46.7

独立行政法人等 4 615 6 1,119 -2 -503 -33.3 -45.0

県 191 17,286 218 20,452 -27 -3,165 -12.4 -15.5

市 町 村 109 3,628 111 6,386 -2 -2,757 -1.8 -43.2

地 方 公 社 0 0 0 0 0 0 − −

そ の 他 10 1,224 1 302 9 921 900.0 305.0

合 計 332 23,725 356 30,078 -24 -6,353 -6.7 -21.1
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

5 月単月 （金額単位：百万円）

6 月単月 （金額単位：百万円）

東日本建設業保証株式会社山形支店（工事場所：山形県）

発 注 者 別 保 証 取 扱 高

区分
発注者

令和8年5月 令和7年5月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 49 4,684 37 3,183 12 1,500 32.4 47.2

独立行政法人等 4 197 2 169 2 27 100.0 16.4

県 71 12,898 68 4,305 3 8,592 4.4 199.6

市 町 村 156 7,470 188 5,509 -32 1,960 -17.0 35.6

地 方 公 社 0 0 2 641 -2 -641 − −

そ の 他 13 515 5 583 8 -68 160.0 -11.7

合 計 293 25,765 302 14,392 -9 11,372 -3.0 79.0

区分
発注者

令和8年6月 令和7年6月 対前年度増減 対前年度増減率（%）

件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額 件　数 請負金額

国 96 12,971 109 14,924 -13 -1,952 -11.9 -13.1

独立行政法人等 0 0 1 16 -1 -16 − −

県 70 5,674 77 7,025 -7 -1,350 -9.1 -19.2

市 町 村 237 12,842 265 18,271 -28 -5,428 -10.6 -29.7

地 方 公 社 0 0 0 0 0 0 − −

そ の 他 16 2,680 5 271 11 2,408 220.0 887.1

合 計 419 34,169 457 40,509 -38 -6,340 -8.3 -15.7
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住所変更
（新）〒991-0011 寒河江市大字日田字楯越92-1
（旧）〒991-0011 寒河江市大字日田360

代表者変更
寿建設㈱ （最上支部）
　（新）代表取締役　山田　健二
　（旧）代表取締役　山田　伸祐

代表者変更
 ㈱丸保大沼組 （最上支部）
　（新）代表取締役　大場　　明
　（旧）代表取締役　大沼　孝美

入　会
共和防災建設㈱ （山形支部）
　代表取締役　鈴木　　亘
　〒990-2305　山形市蔵王半郷字松尾川94-7

代表者変更
秋保建設㈱ （最上支部）
　（新）代表取締役　渡辺 　力
　（旧）代表取締役　柿﨑 和朗

代表者変更
若松建設㈱（酒田支部）
　（新）代表取締役社長　若松　裕介
　（旧）代表取締役社長　若松　俊也

訃　報
㈱工藤建設（鶴岡支部）
代表取締役　工藤　　隆 氏
　御母堂　　工藤　重子 様
　令和8年5月23日逝去（95才）

訃　報
㈱はながさ建設（村山支部）
代表取締役　大山　　博 氏
　御母堂　　大山　ヨリ子 様
　令和8年6月25日逝去（94才）

会 員 の う ご き
a report

國井建設㈱（西村山支部）
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●お知らせ I n f o r m a t i o nI n f o r m a t i o n

協 会 日 誌
anassociation'sdiary

5月
MAY

6月
JUNE

 5月 7日 東北建設業青年会「会長会議」
【宮城県建設産業会館】

 5月 8日 山形県建設業協会「業務執行拡大会議」
【県建設会館】

〃 山形県建設業協会「理事会」
【県建設会館】

 5月12日 山形県産業資源循環協会「理事会」
【山形県産業創造支援センター】

 5月13日 山形県建設工事入札・契約制度に関する
説明会
【村山総合支庁】

 5月15日 建設業福祉共済団「建設共済保険説明会」
【最上支部】

 5月18日 地域建設業が抱える技術者・担い手不足に
対応するインド人材受入セミナー
【県建設会館】

 5月22日 東北地方整備局との意見交換会
【ホテルメトロポリタン山形】

〃 山形県建設業協会「定時総会」
【ホテルメトロポリタン山形】

 5月27日 東北地方整備局営繕部との意見交換会
【県建設会館】

 5月29日 山形県建設産業団体連合会「理事会・総会」
【県建設会館】

〃 山形県道路啓開協議会
【Web】

 5月31日 最上川下流・赤川総合水防演習
【酒田市】

 6月 3日 建設現場における交通誘導員の安全講習会
【県建設会館】

 6月 4日 建設現場における交通誘導員の安全講習会
【最上支部】

 6月 5日 山形県建設業協会青年部連絡協議会
「企画政策委員会」
【県建設会館】

〃 建設現場における交通誘導員の安全講習会
【酒田支部】

 6月 8日 山形県知事への要望活動
【山形県庁】

〃 山形労働局「建設工事関係者連絡会議」
【山形労働局】

 6月 9日 全国建設業協会「定時総会」
【経団連会館】

〃 山形県住宅・建築物地震対策推進協議会
「総会」
【村山総合支庁】

6月11日 東北建設業協会連合会「理事会・定時総会」
【ホテルメトロポリタン仙台】

〃 山形労働局「建設工事関係者連絡会議」
【Web】

 6月12日 山形県産業資源循環協会「通常総会」
【パレスグランデール】

〃 山形工業高校建設工事現場見学会
【神町庁舎新設建築工事】

〃 山形県生コンクリート品質管理監査会議
【ホテルメトロポリタン山形】
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7月
JULY

 6月18日
　～19日

1級土木施工管理技術検定試験受験準備
講習会
【県建設会館】

 6月19日 米沢鶴城高校建設工事使現場見学会
【吉野川河川整備工事ほか】

 6月25日 JCMセミナー「時間外労働削減に向けて」
【県建設会館】

 6月29日 建退共「運営委員会・評議員会」
【ベルサール東京日本橋】

 6月30日 JCMセミナー「建設工事で役立つ地盤
地質の知識」
【県建設会館】

 7月 1日 東北土木施工管理技士会連合会「通常総会」
【ホテルメトロポリタン仙台】

 7月 3日 業務執行拡大会議
【県建設会館】

〃 建災防山形県支部「労働災害防止大会」
【パレスグランデ―ル】

 7月 6日 山形県特殊詐欺被害撲滅推進協議会
【山形県庁】

 7月 7日 東北建設業青年会「通常総会・創立30周年
記念祝賀会」
【ホテルメトロポリタン仙台】

 7月 7日
　～ 8日

建設業経理事務士4級特別研修
【県建設会館】

 7月 9日 東北の社会資本フォーラム
【江陽グランドホテル】

 7月10日 建設業「事業推進戦略会議」
【ホテルインターコンチネンタル東京ベイ】

〃 中学生出前授業
【最上町立最上中学校】

 7月13日 山形県建設業協会青年部連絡協議会「企画
政策委員会」
【県建設会館】

 7月22日 全国建設業協会「建設業社会貢献活動
推進月間中央行事」
【経団連会館】

 7月23日 東北の社会資本フォーラム要望活動
【東京都】

〃 建設DX講習会
【県建設会館】

〃 建退共掛金納付電子化セミナー
【酒田支部】

 7月24日 建退共掛金納付電子化セミナー
【県建設会館】

 7月28日 山形県建設協協会「支部事務長会議」
【県建設会館】

 7月29日 山形河川国道事務所「事故防止対策委員会
総会」
【ヒルズサンピア】

〃 山形労働局人材対策推進協議会
【山形労働局】

 7月30日 建設業総合補償制度説明会
【村山支部】

 7月31日 山形河川国道事務所との意見交換会
【山形河川国道事務所】




